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長尾研究室紹介：2020 年度年間スケジュールなど 

 

新４年生の皆さんに向けて，あくまでも目安ですが，だいたいこんな感じです，という

メモです． 

基本的に，コアタイムはありません，バイトとか，部活・サークルとか，考慮します． 

 

以下年間スケジュールです． 

４月： 

普通だと歓迎会やりますが，今年は残念ながらできません，というか，今年は５月に配

属決定ですし． 

 

５月～７月初・中旬くらいまで： 

地震工学などの卒業研究に必要となる基礎的な事項を身に付けるゼミを開催．毎回課題

および課題の解き方の概略を示しますので，課題にそって，1-2 週間に１回の頻度で勉強し

て発表してもらいます．これを読めばいいとか，こうやってデータ整理すればいいとか，

先輩に聞くと教えてもらえたりすると思います．人によっては実験の補助とか，ちょっと

だけ入るかもしれません，でもたいしたことはないはずです．この間，就職の人は就活最

優先でスケジュールしますし（今年は配属遅いのでもう決まっている人がほとんどと思い

ますが），大学院受験の人もいるはずなので，だいぶ余裕のある感じと思います． 

このゼミは，普通だと対面で行いますが，今年は情勢次第です，長尾研究室はドクター

学生用の部屋があって，前期は通常は空いているので，そこを使えると思っていますが，

場合によっては web でやらざるを得ないかもしれません．  

 

７月初・中旬くらい～８月終わりまで： 

大学院受験の人は，院試最優先で，ゼミはお休みです．就職の学生は，かなり緩めにゼ

ミやるか，ひとやすみ期間になるかです．大学院進学を目指す人は頑張ってください． 

 

９月以降： 

卒業研究に本格的に取り組みます，ただし，上記のように，バイトとか，部活・サーク

ルとか，考慮します．週１回くらいのペースでゼミをやります．一応，部活・サークルと

かも引退の時期と思いますが，スポーツ系で試合に勝ち続けたために年末まで現役で頑張

った学生もいます．もちろん，優秀な成績で卒業しました． 

できれば新４年生の歓迎会を秋のうちにやりたいと思います，情勢次第ですし，今更で

すが． 

 



地震工学が主なテーマになり，ちょっと敷居が高いと思う人もいるかもしれませんが，

問題ないと思います．長尾研究室の特徴として，ドクターコースの学生として社会人がた

くさんいますので，社会人の人に色々と話を聞けます．社会人なので月に 1-2 回くらいしか

大学に来ませんけれど．語学の得意な人，語学を磨きたい人には，外国人学生もいます，

日本語しゃべる学生もいれば，ドクターコースの学生として 10 月から，英語と母国語だけ

という学生も来ます．ドクターコースの学生は別室にいる予定ですが，語学チャレンジし

たい人はチャンスかもです．そのほかにもいろいろと社会人のかたと触れ合う機会はある

と思います． 

 

2020 年度の研究テーマ：場合により変更があるかもしれませんが，現状では以下の通りで

す． 

①耐震性の高い新形式構造に関する実験的研究 

社会人ドクターの学生（日本人）と，あるいはプラスアルファで実験補助の人と一緒に，

いままでにない形式の構造についての耐震実験をやって結果を分析します．特許申請済み

の新構造形式です． 

②耐震性の高い新形式構造に関する解析的研究 

社会人ドクターの学生（日本人）と一緒に，いままでにない形式の構造についての耐震

解析をやります．①とは別の，特許申請を行う予定の，できたてのほやほやの新しい構造

形式です． 

③地震動増幅特性に関する研究 

地震が発生したときに場所ごとにどれくらい地震動が増幅するのかは，まずいことに実

はあまりちゃんと考慮されていません．地震記録の解析とか，場合によっては現地で常時

微動観測を行って，地点毎の地震動増幅をちゃんと評価する方法の研究をします．これも

社会人ドクターの学生（日本人）といっしょにやる可能性ありです． 


